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尿 路感 染症 に対 す るMezlocillinの 検 討
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わ れ わ れ は新 合 成 のAmpicillin(ABPC)誘 導 体

BAY f 1353(Mezlocilliの をバイ エル社 よ り供与され,

若干の基礎的検討 と共 に,22例 の尿路感染症に使用す る

機会を得たので報 告す る。

1。 基 礎 的 検 討

Mezlocillinの 抗菌力を,臨 床由来の教室保存株 ,E

coli35株 とKlebsiella12株 の最小発 育阻止濃度(MIC)

について,日 本化学療法学会標準法にて測定 し,併 せ て

測定 したT-1220(Ecoli34株)と 比較検討 した1)。

E.coliで はMezlocillinのMICの ピークは3.12μg

/mlに あ り,100μg/ml以 上の もの も12株 あったが,全

体 としてT-1220と 大差 がみ られな かった(Fig.1)。

Klebsiellaspp.12株 では100μg/ml以 上の耐性株が

多かった(Fig.2)。

このよ うにMezlocillinに 対 して100μg/ml以 上の

MICデ ータがかな り出たので,そ の うち800μg/ml以

上のMICを 示 したE.coli8株,Klesbsiella Spp.4

株について,東 京 総合臨床 検査 セ ンターにMICの 再測

定を依頼 した。その結果,E.clliで は6株,Klebsiell6a

Spp.で は全部がやは り100μg/ml以 上の耐性株である

ことがわかったが,E.coliの1株 では1.56μg/mlを,

もう1株 では50μg/mlを 示 し,く い違 った結果が得 ら

れた(Table 1)。

II.臨 床 的 検 討

症例 は29才 ～84才 の男16例,女6例 で,疾 患別 の内訳

は急性膀胱炎9例,慢 性膀胱炎10例,急 性 腎 孟 腎 炎2

例,慢 性腎孟腎炎1例 であ る。 これ らの症例 の多 くは膀

Fig. 1 Sensitivity distribution of clinical isolates

E. coli

Fig. 2 Sensitivity distribution of clinical isolates
Klebsiell spp. (12 strains)

Table 1 Check up of strains measured over 800 ƒÊg/ml MIC
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胱留置 カテーテル処置を受け てい るが,本 剤 の投与開始

前に原則 として抜去 した。

尿を材料 とした起炎菌はE.coliた が14例,Klebsiella

2例,Proteus Spp.3例,Ps.aeruginosa1例,A

putida 1例,staphylococcus1例 であった。

投与法は症例22を 除 いては,1日3回,1回29を7

日間連続静注投与 した,投 与期間中は原則 として他 の抗

菌性製剤 の併用を避け,且 つ また,投 与終了後 か ら7日

間は,薬 剤の投与は一切中止 して7日 目に判 定 を 行 っ

た。

その結果,著 効1例,有 効11例,無 効10例 であ った。

臨床効果 の判定は急性腎孟 腎炎2例 については,尿 所

見(膿 尿お よび細菌尿)お よび自覚症(特 に発熱)の 推

移を勘案 し,ま た,複 雑性尿路感染症 の20例 は,慢 性症

におけ るUTI薬 効評価基 準におおむね準拠 して総合臨

床効果の判定 を行 った。

全22症 例 の治療成績をTable 2に 一括 して示 した。

急性腎孟腎炎2例 の うちの症例1は,腎 孟炎 として某

医でナ リジクス酸 を投与 されたが解熱 しな いため入院 し

た。直 ちに本剤に切 りかえた ところ,3日 目ごろよ り解

熱 し,同 時に尿所見 も改善,食 欲 も増進 し,以 後再発は

み られなか った。 有効 とした(Fig.3)。

症例20は 腎孟腎炎 として4日 間,開 業 医の治療を受け

たが解熱せず紹介入院 した。即 日,本 剤の使用を始めた

ところ,3日 後平熱 となった。尿中細菌 は7日 後陰性化

したが,尿 沈渣中のWBCは14日 後残存(±)し て い

たo有 効 とした(Fig.4)。

複雑性尿路感染症20例 の群別総合有効率お よび群構成

率はTable 3に 示 した。 第1群(カ テーテル留置群)

の有効率は2/3(66。7%),第2群(前 立 腺 摘 出術 後)

5/8(62.5%)第3群(上 部尿路感染症)0/1(0.0%)第

4群(下 部尿路感染症)3/8(37.5%)で 総合有効率は10

/20(50.0%)で あった。

なお,各 疾患病態群 の総合臨床効 果につ いては,症 例

数 が20例 と少な く,か つ,ま た,第3群 が1例 しかな く

群相互 の症例数にパ ラツキが 目立つのでTableの 作成

はあえて省略 した。細菌学的効果についてはTable.4に

示 したごと く,E.coliは14株 中10株,Klebsiellaは2

株 中1株,Proteus spp.は3株 中2株,Pseudomonas

Spp.は2株 中1株 とStaphylococcusは1株 中1株 が各

々投与終 了後 の検査では消失 していた。

なお,発 熱,発 疹,消 化器症状 等の副作用は22例 全例

に認 め られ なかった。

臨床検査値 の使用前後の変動については,GOT,GPT

が ともに上昇 した もの1例,GPTの み上昇 した もの1

例あ ったが,経 尿道的手術直後投 与例で手術時 輸血 に よ
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Fig. 3 Case 1 S. K. 32 yrs. F. Acute pyeronephritis

(Causative organism : E. coli)

Fig. 4 Case 20 K. Y. 68 yrs. F. Acute pyeronephritis

(Causative organism : E. coli)
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Table 3 Overall clinical efficacy classified by type of infection

Table 4 Bacteriological response

Fig. 5 Laboratory findings befoer and after administration of Mezlocillin
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る一過性変動 とも考え られ る。なおFig.5に 投与前後

のGOT,GPT,BUNの 変動を示 した。

む す び

1.MezlocillinとT-1220のMICをE.Coliと

Klebsiellaの 保存菌株につい て比較 した ところ,大 差 の

ない ことが判 明 した,し か しE.coli 2株 については東

海大 で800μg/ml以 上 の耐性であ った菌が他 の施設 で

の測定結果 では,そ れほ どの耐性菌ではなか った。 この

ような差 の出た原 因につ いては全 く不明である。

2.尿 路感染 の22症 例 にMezlocillinを 使用 し,1日

69,7日 連続静注投与で治療を試みた。

治療成績 は,急 性腎孟腎炎の2例 がいずれ も有効 で,

複雑性 尿路感染症20例 の総合有効 率は50%で あった。

3.全22症 例 の細菌学的効果については,本 剤の7日

間投 与に よりE.coli 14株 中10株(71.4%)Proteus spp.

3株 中2株(66.7%),Klebsiella 2株 中1株(50%),

Staphylococcus 1株 が,各 々消失 した。

4.副 作用は認めなか った。
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1. Mezlocillin was administered intravenously to 22 patients with urinary tract infections, in a dose
of 2 g t. i. d., for 7 days. The results were as follows:

2) As to the clinical results; In 2 patients with acute pyelonephritis, good in all cases. In 20 patients
with complicated lower urinary tract infections, excellent in 1, good in 9 and poor in 10 cases, the overall 
effective rate was 50%.

3. Bacteriologically, as a whole, 15 out of 22 strains were eliminated at the end of the treatment.
The elimination rate was 68%. Among 15 strains eradicated, 10 were E. coil, 2 were Proteus, and 1 strain
of Klebsiella, Pseudomonas and Staphylococcus, respectively.

4. Slight elevation of transaminase, GOT, GPT in 1 and GPT in one case, was obsereved. No other
side effect was reported or noticed.


